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広義のジョウカイモドキ科は，世界から 300
属 6,000 種 以 上 が 知 ら れ る (Mayor 2002)．Majer 
(1994) は本科を 6 つの科に分けることを提唱した
が，Mayor (2002) や Bouchard et al. (2011) などはそ
のいくつかを亜科として扱っている．日本のファ
ウナは中根猛彦，佐藤正孝，Wittmer などにより
研究され比較的解明率は高いと思うが，Asano & 
Kawashima (2010) により美麗な新種が記載される
など，未発見の種も残されている．

本報告では，今後の分類学的研究に役立つよう
に，上位分類単位を Bouchard et al. (2011) に従い日
本産ファウナのリストの現状を整理した．その結
果，現在のところ日本産の広義ジョウカイモドキ
は 2 科 19 属 66 種 ( 分布疑義 5 種を含む ) が記録さ
れていることが判った．なお，分布疑義種等につ
いても掲載し，備考にその旨を記した．属や種の
学名は原則的に Mayor (2007) に，和名は佐藤 (1989)
に従った．

本報告をまとめるにあたり，原稿に目を通して
分布記録等についてご教示いただいた浅野　真氏

（株式会社帝装化成），平野幸彦氏，今坂正一氏に
お礼申し上げる．加えて数種の標本を浅野　真氏
から借用し，図として使用させていただいた．

ホソジョウカイモドキ科　
Family PRINOCERIDAE Lacordaire,1857

Tribe Prionocerini Lacordaire, 1857

Genus Idgia Laporte, 1838
1. ヤエヤマホソジョウカイモドキ 
Idgia iriomoteana Nakane, 1981

分布：沖縄島（溝田・東 1998），西表島，石
垣島．
備考：佐藤（1985）は本種をIdgia flavicollis 
Redtenbacherのシノニムとして扱ったが，ここ
ではMayor (2007)に従い上記種名で示すことと

する．この仲間については，バーゼル博物館
のGeiser氏が論文をまとめているところであ
る．

Genus Prionocerus Perty, 1831
※ムネアカホソジョウカイモドキ 
Prionocerus caeruleipennis Perty, 1831

分布：東洋区のほぼ全て．
備考：Geiser (2010)は，本種は日本から記録が
あるが，ラベルのつけ間違い等の可能性が高
いことを指摘した．本種は日本のファウナか
ら削除するのが妥当と思われるが，ここでは
注意喚起のため入れておく．※分布疑義種．

ジョウカイモドキ科
Family MELYRIDAE Leach, 1815

ケシジョウカイモドキ亜科
Subfamily Dasytinae Laporte,1840

Tribe Dasytini Laporte, 1840

Genus Dasytes Paykull, 1799
Subgenus Dasytes Paykull, 1799

2. アマミケシジョウカイモドキ 
Dasytes (Dasytes) taguchii Nakane, 1981

分布：奄美大島．

3. ケブカジョウカイモドキ 
Dasytes (Dasytes) tomokunii Satô, 1986

分布：北海道．

Subgenus Mesodasytes Mulsant & Ray, 1868
4. ニセケシジョウカイモドキ 
Dasytes (Mesodasytes) basicornis Nakane, 1963

分布：北海道，本州，九州（今坂私信）．
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5. クロアオケシジョウカイモドキ 
Dasytes (Mesodasytes) japonicus Kiesenwetter, 1874

分布：本州，四国，九州，五島福江島（今坂ほ
か 1994）．

6. ケシジョウカイモドキ
 Dasytes (Mesodasytes) vulgaris Nakane, 1963

分布：北海道，本州，九州（今坂私信）．

コケシジョウカイモドキ亜科
Subfamily Rhadalinae LeConte, 1861

Genus Semijulitus Schilsky, 1894
7. ナガコケシジョウカイモドキ 
Semijulitus elongatus (Nakane, 1981)

分布：本州，隠岐．

8. コケシジョウカイモドキ 
Semijulitus spectabilis (Lewis, 1895)

分布：本州，九州，五島中通島（今坂ほか 
1994）．

ジョウカイモドキ亜科
Subfamily Malachiinae Fleming 1821

Tribe Carphurini Champion, 1923

Genus Carphuroides Champion, 1923
9. コバネジョウカイモドキ 
Carphuroides plagiatus (Kiesenwetter, 1874)

分布：本州，四国，九州．
備考：中根 (1983) は本種がトカラ中之島にも
分布するとしている．

Tribe Malachiini Fleming, 1821

Genus Dicranolaius Champion, 1921
10. ヒルギカタジョウカイモドキ　
Dicranolaius mangalicola Asano & Kawashima, 2010
（図1）

分布：西表島．

Genus Intybia Pascoe, 1866
11. ヒロオビジョウカイモドキ 
Intybia histrio (Kiesenwetter, 1874)

分布：国後島（Tshernyshev 2009），本州，
四 国 ， 九州，壱岐，五島福江島（今坂ほか 
1994），屋久島．

12. オキナワオビジョウカイモドキ 
Intybia kawasakii (Nakane, 1956)

分布：九州，沖縄本島．

13. ベニオビジョウカイモドキ
 Intybia kishiii (Nakane, 1955)

分布：本州，四国，九州．
備考：三重県RLで絶滅危惧I類，京都府RLで絶
滅危惧II類にそれぞれ指定されている（野生生
物調査協会・EnVision環境保全事務所 2011）．

14. クロキオビジョウカイモドキ
 Intybia niponicus (Lewis, 1895)

分布：北海道，本州，四国，小豆島（浅野 
2009），九州，小笠原 （Satô et al., 2006）．
備考：宮城県，三重県，および神奈川県RLに
おいて絶滅危惧種に指定されている（野生生物
調査協会・EnVision環境保全事務所 2011）．

15. キアシオビジョウカイモドキ 
Intybia pellegrini pellegrini (Pic, 1910)

分布：本州，四国，九州，対馬．

16. ルリキオビジョウカイモドキ
Intybia takaraensis (Nakane, 1955)

分布：本州，小豆島（浅野 2009），九州，琉
球（トカラ列島）．
備考：三重県RLで絶滅危惧I類，京都府RLで
絶滅危惧II類，神奈川県RLで準絶滅危惧種に
それぞれ選定されている（野生生物調査協
会・EnVision環境保全事務所 2011）．北限は
今のところ神奈川県と考えられるが，海岸沿
いに比較的広く分布する可能性が高い．

17. ツシマヒロオビジョウカイモドキ
Intybia tsushimensis (Satô & Ohbayashi, 1968)

分布：対馬．

Genus Laius Guérin-Méneville, 1838
18. イソジョウカイモドキ
 Laius asahinai Nakane, 1955

分布：本州，四国，九州，屋久島，種子島 
（Asano & Kojima 2010b）．
備考：環境省RL (2007)で情報不足，島根県RL
で情報不足，和歌山県RLで絶滅危惧I類，神奈
川県で絶滅危惧II類，千葉県で準絶滅危惧種，
岡山県で留意にそれぞれ選定されている．
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19. トカライソジョウカイモドキ
Laius miyamotoi Nakane, 1955

分布：トカラ中之島，宝島，沖永良部，奄美
大島，徳之島，沖縄島，久米島，竹富島，石
垣島，西表島，与那国島．

Genus Attalus Guérin-Méneville, 1840
Subgenus Attalus Erichson, 1840

20. オオシマヒメジョウカイモドキ
Attalus (Attalus) amami Satô, 1986

分布：奄美大島，徳之島．

21. ムネアカヒメジョウカイモドキ
Attalus (Attalus) chujoanus Wittmer, 1982

分布：奄美大島，トカラ宝島．

22. ホソヒメジョウカイモドキ 
Attalus (Attalus) elongatulus Lewis, 1895

分布：本州，四国，九州，壱岐，対馬，屋久
島．
備考：長崎県RLで絶滅危惧II類に選定されて
いる（野生生物調査協会・EnVision環境保全事
務所 2011）．対馬から記載されたツマキヒメ
ジョウカイモドキ Attalus (Attalus) flavoapicalis 
Pic, 1933は，佐藤 (1985) により本種の新参シ
ノニムとされたが，Mayor (2007)では独立種と
して扱われている．

23. カイモンヒメジョウカイモドキ 
Attalus (Attalus) kaimon Nakane, 1987（図2）

分布：九州，五島野崎島（今坂ほか 1994），
種子島（Asano & Kojima 2010a）．

24. クロサワヒメジョウカイモドキ男女群島亜種
（和名新称）
Attalus (Attalus) kurosawai ejimai Nakane, 1989

分布：男女群島（女島・男島・中之島）．

25. クロサワヒメジョウカイモドキ 
Attalus (Attalus) kurosawai kurosawai Satô, 1986

分布：トカラ列島．

26. オキナワホソヒメジョウカイモドキ 
Attalus (Attalus) okinawanus Wittmer, 1960

分布：沖永良部島，沖縄島．

27. イシガキホソヒメジョウカイモドキ
（和名新称） 

Attalus (Attalus) papilioformis Wittmer, 1997
分布：石垣島．

28. アマミホソヒメジョウカイモドキ　
Attalus (Attalus) trochantinus Wittmer, 1982

分布：トカラ列島（宝島・小宝島），奄美大
島，徳之島．
備考：Attalus tokara Satô, 1986は本種の新参シ
ノニムとされた．

29. ウォルタージョウカイモドキ　
Attalus (Attalus) walteri Satô, 1986

分布：沖永良部島，与論島．

30. ヨナグニジョウカイモドキ　
Attalus (Attalus) yonaguni Satô, 1986

分布：与那国島．

31. ムナキヒメジョウカイモドキ 
Attalus (Attalus) niponensis Pic, 1907

分布：九州（南部），屋久島，種子島，トカ
ラ口之島，トカラ中之島．
備考：Mayor (2007)は本種を所属不明としてい
るが，Satô (1986)や中根 (1983)が扱っている．

Genus Nepachyus C.G Thomson, 1859
32. コヒメジョウカイモドキ 
Nepachyus drouardi (Pic, 1923)

分布：本州．

33. ヒメジョウカイモドキ 
Nepachyus japonicus (Kiesenwetter, 1874)

分布：本州，四国，九州，五島福江島（今坂 
1994）．
備考：佐藤(1985)は，Nepachyus tsushimanus 
Nakane, 1981やNepachyus ryukyuanus yamanei 
Nakane, 1984を本種の新参シノニムとしたが，
Wittmer (1997)は前者を独立種として扱った．

34. クロカワヒメジョウカイモドキ 
Nepachyus kurokawensis Nakane, 1987

分布：本州．

35. アマミヒメジョウカイモドキ 
Nepachyus ryukyuanus Wttmer, 1982

分布：奄美大島，男女群島，屋久島．
備考：男女群島（女島・男島・中之島）の個
体群にNepachyus ryukyuanus danjoanus Nakane, 
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1989，屋久島の個体群にNepachyus ryukyuanus 
yamanei Nakane, 1984という亜種名が与えられ
ているが，Wittmer (1997)は区別できなかった
としている．ここでは亜種を区別しない．

36. ツシマヒメジョウカイモドキ
Nepachyus tsushimanus Nakane, 1981

分布：対馬．

Genus Sternodeattalus Wittmer, 1970
37. シリトゲヒメジョウカイモドキ 
Sternodeattalus chujoi Wittmer, 1970

分布：石垣島．

Genus Ebaeus Erichson, 1840
Subgenus Ebaeus Erichson, 1840

38. チバクギヌキジョウカイモドキ 
Ebaeus (Ebaeus) chibaensis Nakane, 1989（図4-5）

分布：本州 ．

39. ホウライクギヌキヒメジョウカイモドキ
Ebaeus (Ebaeus) horaianus Nakane, 1991

分布：本州．

40. メシマヒメジョウカイモドキ 
Ebaeus (Ebaeus) yamawakii Nakane, 1985

分布：男女群島（女島）．

41. キイクギヌキヒメジョウカイモドキ（仮）　
Ebaeus sp. 

分布：本州．
備考：平野(2007)が和名を提唱している．西日
本に分布するとのことである．

Genus Hypebaeus Kiesenwetter 1863
Subgenus Hypebaeus Kiesenwetter 1863

42. ルリヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) chlorizans (Kiesenwetter, 1874)

分布：北海道，本州，四国，九州．
備考：神奈川県RLで絶滅危惧II類，宮城県RL
でその他のカテゴリーにそれぞれ選定されて
いる（野生生物調査協会・EnVision環境保全事
務所 2011）．

43. アトキクロヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) flavocaudatus (Nakane, 1976)

分布：本州，九州（今坂・三宅 2010）．
備考：京都府RLで絶滅危惧I類，奈良県RL

で情報不足にそれぞれ選定されている（野
生生物調査協会・EnVision環境保全事務所 
2011）．秋田県が現在の北限記録となってい
る（佐藤 2010）．

44. ヒコサンヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) hikosanus Takakura, 1988

分布：九州．

45. キョウトヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) kiotoensis Pic, 1954

分布：本州．
備考：佐藤(1985)は，クギヌキヒメジョウカイ
モドキの新参シノニムの可能性を指摘してい
る．

46. ミヤコヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) miyakoanus Nakane, 1985

分布：宮古島．

47. スソキヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) ohbayashii (Wittmer, 1954)

分布：本州（長野県・山梨県）．

48. クロバヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) okinawensis Wittmer, 1958

分布：九州，沖縄島．

49. キムネヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) picticollis (Kiesenwetter, 1874)

分布：本州，四国，九州．
備考：三重県RLで絶滅危惧II類，神奈川県RL
で準絶滅危惧種にそれぞれ選定されている
（野生生物調査協会・EnVision環境保全事務所 
2011）．

50. トカラヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) satoi Wittmer, 1971

分布：トカラ中之島，九州（佐多岬）．

51. トクノシマヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) tokunoshimanus Nakane, 1985

分布：徳之島，加計呂麻島，八丈島（平野・
川畑 2006）．

52. コクロヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) towadensis Nakane, 1985

分布：本州（青森）．
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53. ヨロンヒメジョウカイモドキ 
Hypebaeus (Hypebaeus) yoronensis Nakane, 1985

分布：与論島．

Genus Kuatunia Evers, 1948
54. シコクヒメジョウカイモドキ　
Kuatunia oblongula chujoi (Wittmer, 1954)

分布：四国．
備考：佐藤(1985)や平野(2007)は，本種を次
種の新参シノニムとして扱っているが，中根
(1983)は区別できるとしている．中根(1987)と
Mayor (2007)は亜種としてリストアップして
いることから，ここではその扱いに従った．
Mayor (2007)は本種の分布地を“Kamikochi, 
Shinano”としているが，これは同じ論文内で前
に記載されたスソキヒメジョウカイモドキと
取り違えたものである．

55. クギヌキヒメジョウカイモドキ 
Kuatunia oblongula oblongula (Kiesenwetter, 1847)

分布：本州，四国，九州，対，五島中通島・
福江島（今坂ほか 1994）．
備考：関東以西に分布するようだ．平野(2007)
はEbaeus属として詳細な解説を行っている
が，本種はWittmer (1999)により本属に移さ
れていた．前亜種との関係や，本種が本属に
入れられた妥当性については今後調査を要す
る．

Genus Anhomodactylus Mayor & Wittmer, 1981
56. コアオジョウカイモドキ 
Anhomodactylus eximius (Lewis, 1895)

分布：北海道，本州，四国，九州，対馬．
備考：Mayor (2007)は，ヒメアオジョウカイモ
ドキAnhomodactylus ohbayashii (Wittmer, 1953)
（分布：本州）を独立種としてリストアップ
しているが，佐藤（1985）などは本種の新参
シノニムとして扱っているので，ここではそ
の扱いに従う．

57. ナラアオジョウカイモドキ 
Anhomodactylus gotoi (Nakane, 1956)

分布：本州．

Genus Cordylepherus Evers, 1985
58. ナガサキアオジョウカイモドキ 
Cordylepherus xantholoma (Kiesenwetter, 1874)

（図7）
分布：国後，北海道，本州，九州．
備考：長崎が基準産地の種で，本州と九州か
ら追加記録されている（田村・高橋 2009な
ど）．しかしMayor (2007)は，本種の分布を
国後と北海道としている．中根(1987)の“ナガ
サキアオジョウカイモドキ”は現在のところ，
岩手県が北限記録であり（高橋 2008），北海
道にも分布するのか判らないものの，Mayor 
(2007)の記録は間違いである可能性が高いと考
える．

Genus Cyrtosus Motschulsky, 1854
Subgenus Cyrtosus Motschulsky, 1854

※ムネオビアオジョウカイモドキ 
Cyrtosus (Cyrtosus) vitticollis (Kiesenwetter, 1874)

分布：中国，北朝鮮，日本．
備考：Kiesenwetter (1874)によって長崎より記
録され，その後Lewis (1895)は日本産ではな
く中国産であろうと推定している．いっぽう
Nakane (1985)は，埼玉県秋ヶ瀬の標本が本種か
も知れないとしたが，中根 (1990)によるとこの
標本は次種であったとのこと．分布疑義種．

Genus Haplomalachius Evers, 1985
Subgenus Flabellomalachius Evers, 1985

59. イシハラジョウカイモドキ 
Haplomalachius (Flabellomalachius) ishiharai ishiharai 
Satô & Wittmer, 1989（図6）

分布：本州（東北～関東）．
備考：埼玉県RLで絶滅危惧II類に選定されて
いる（野生生物調査協会・EnVision環境保全
事務所 2011）．極東ロシアから亜種katantsevi 
Wittmer, 1996が記載された．

Genus Malachius Fabricius, 1775
Subgenus Malachius Fabricius, 1775

※オオツマキアオジョウカイモドキ 
Malachius (Malachius) bipustulatus (Linnaeus, 1758)

分布：ヨーロッパ，ロシア東部，日本（長
崎），トルコ，東シベリア．
備考：分布疑義種．

60. ムネアカアオジョウカイモドキ 
Malachius (Malachius) okinawaensis Nakane, 1985
（図3）

分布：伊平屋島．
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61. ツマキアオジョウカイモドキ 
Malachius (Malachius) prolongatus Motschulsky, 1866

分布：北海道，本州，四国，九州，対馬．

※Malachius arctelimbatus Pic, 1940 
分布：日本．
備考：分布疑義種．亜属不明．

※Malachius japonicus Pic, 1904
分布：日本．
備考：分布疑義種．亜属不明．

な お，Mayor (2007) に よ り Cephaloncus (Cepha-

loncus) klapperichianus Wittmer, 1966 が日本から記
録されているように書かれているが誤記であり，
後に正誤表により訂正されている（Löbl & Smetana 
2011）．
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【訂正】
筆者は甲虫ニュース 164 号（2008 年）に「北海

道未記録と思われる甲虫の記録」を報告したが同
定間違いがあったので，お詫び申し上げるととも
に訂正する．

報 告 内 の ベ ニ モ ン ヒ メ ヒ ラ タ ホ ソ カ タ ム シ
Cicones rufosignatus Sasaji は，メダカヒメヒラタホ
ソカタムシ Synchita oculata Sharp の誤同定であり，
本種は既に北海道から記録があった．本報告は筆
者の同定によるものであったが，改めて東京都港
区の青木淳一博士に同定を依頼したところ，同定
間違いが確認されたものである．

（〒001-0031　札幌市北区北31条西6丁目2-10-1202
　柏崎　昭）

【訂正】
本誌第 1 号の下記論文中，訂正すべき部分のあ

ることが判明したので訂正する．ご指摘をいただ
いた横浜市の松原　豊氏，適正な内容につきご教
示いただいた小田原市の平野幸彦氏に厚く御礼申
し上げる．

野村周平，2011．東京都三頭山「檜原都民の森」
でバナナトラップにより採集した甲虫類．さやば
ねニューシリーズ，(1), 1-4．P4 左段上から 16 行目．

誤：（C. sibiricus Reitter, 1879 の和名）ヘリグロデ
オキスイ（＝ハラグロデオキスイ） 
正：ハラグロデオキスイ

（国立科学博物館　野村周平）


